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仏教とマルチメディア公開セミナー

事務総局新職員
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三
月
二
十
九
日
午
後
二
時
か
ら
、
東
京
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
、
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

北
條
成
之
理
事
長
を
議
長
に
、
藤
坂
初
裕
、
志
鶴

秀
邦
の
両
師
を
議
事
録
署
名
人
に
選
出
、
議
事
に
入

っ
た
。

議
事
に
先
立
ち
、
蓮
清
典
事
務
総
長
か
ら
、
三
月

一
日
付
で
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
長
に
就
任
の
為
、

事
務
総
長
を
退
任
す
る
旨
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

議
案
第
一
号
「
事
務
総
局
人
事
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
る
件
」

北
條
議
長
よ
り
上
程
。
野
生
司
総
務
部
長
が
、
第

二
十
四
期
事
務
総
局
の
職
員
人
事
に
つ
い
て
、
原
案

を
説
明
。
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

議
案
第
二
号「
『
仏
教
情
報
セ
ン
タ
ー
』
加
盟
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

北
條
議
長
よ
り
上
程
。
野
生
司
総
務
部
長
よ
り
、

「
仏
教
情
報
セ
ン
タ
ー
」
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
。

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

議
案
第
三
号
「
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
の
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

北
條
議
長
よ
り
上
程
。
櫻
井
国
際
文
化
部
長
が
、

去
る
一
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
・
評
議

員
会
以
後
の
折
衝
経
過
と
今
後
の
予
定
を
報
告
し
た
。

理
事
よ
り
「
よ
り
具
体
的
な
方
向
性
を
早
く
示
し

て
欲
し
い
。」
旨
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
質
疑
応
答

の
後
、
原
案
に
つ
い
て
賛
成
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

報
告
事
項

�
戒
名
（
法
名
）
問
題
に
関
す
る
研
究
会
「
報
告

書
」
に
基
づ
く
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
に
つ
い
て

野
生
司
総
務
部
長
よ
り
、
今
後
の
作
業
手
順
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
た
。

�
「
寄
付
行
為
」
変
更
に
関
す
る
文
化
庁
宗
務
課

の
指
導
に
つ
い
て

野
生
司
総
務
部
長
よ
り
、
本
会
の
「
寄
付
行
為
」

に
関
す
る
指
摘
事
項
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

�
事
務
総
局
各
部
報
告

櫻
井
国
際
文
化
部
長
か
ら
、
二
月
二
十
九
日
に
開

催
さ
れ
た
国
際
委
員
会
で
の
議
事
内
容
が
報
告
さ
れ

た
。

理

事

会

開

催

今
般
、
任
期
満
了
に
伴
い
四
月
よ
り
事
務
総

局
が
新
た
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し

て
は
、
全
一
仏
教
運
動
推
進
の
た
め
に
精
進
致

す
所
存
で
あ
り
ま
す
。
何
卒
、
今
後
の
一
層
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
懇
願
申
し
上
げ
就
任
の
ご

あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

事

務

総

長

西

村

輝

成

（
曹

洞

宗
）

総

務

部

長

吉

橋

勝

寛

（
日

蓮

宗
）

財

務

部

長

倉

澤

豊

明

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

同
和
推
進
部
長

小

島

恵

真

（
真
言
宗
豊
山
派
）

社

会

部

長

渡

邊

宗

徹

（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

国
際
文
化
部
長

櫻

井

英

幸

（
曹

洞

宗
）

総
務
部
次
長

大

隅

智

弘

（
真
言
宗
智
山
派
）

財
務
部
次
長

江

口

智

流

（
真
宗
大
谷
派
）

同
和
推
進
部
次
長

三

浦

章

興

（
天

台

宗
）

社
会
部
次
長

壽

山

良

光

（
高
野
山
真
言
宗
）

国
際
文
化
部
次
長

入

西

智

彦

（
浄

土

宗
）

主

事

水

野

和

子

主

事

江

澤

み
ゆ
き

事
務
総
局
職
員
一
同
の
ご
あ
い
さ
つ

全 仏
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こ
の
た
び
全
日
本
仏
教
会
第
二
十
四
期
の
事
務
総

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

私
は
全
日
本
仏
教
会
と
は
昭
和
三
十
八
年
に
文
化

専
門
委
員
に
就
任
後
、
国
際
専
門
委
員
、
組
織
専
門

委
員
等
に
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
全
仏
創
立
三
十
周
年
を
機
に
自
坊
の
法
務
に
専

念
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
に
曹
洞
宗
庁
議

に
於
て
今
期
事
務
総
長
に
と
い
う
推
薦
を
い
た
だ
き

就
任
い
た
し
た
次
第
で
す
。

昨
今
日
本
の
宗
教
界
は
寺
院
の
運
営
の
在
り
方
や

税
務
問
題
、
さ
ら
に
は
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
計
画
の
推

進
等
、
多
岐
に
わ
た
る
事
項
が
あ
る
や
に
承
わ
っ
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
任
期
の
間
に
も
、
い
ろ
い
ろ

の
問
題
も
派
生
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
思
う
と
、
身

の
引
き
締
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

在
任
中
は
、
理
事
会
で
の
議
せ
ら
れ
た
こ
と
を
、

全
仏
事
務
総
局
の
部
長
、
次
長
方
と
よ
く
意
見
を
交

し
な
が
ら
、
無
事
推
進
で
き
る
こ
と
を
念
願
と
い
た

す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

全
日
本
仏
教
会
は
、
世
界
仏
教
徒
連
盟
（W

FB

…T
he
W
orld

Fellow
ship

of
B
uddhists

）

の
日
本
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
世
界
の
仏
教
徒
と
の
交

流
を
推
進
す
る
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
会
の

様
々
な
活
動
は
、
本
誌
『
全
仏
』
や
世
界
仏
教
徒
連

盟
の
機
関
誌
『W

FB
new
sletter

』
な
ど
を
通

じ
て
広
く
世
界
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｆ
Ｂ
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
に

本
会
行
事
が
紹
介

ＷＦＢニューズレター２月号で本会の「仏教
とマルチメディアセミナー」が紹介された

前
号
（
四
五
七
号
）
三
頁
、
戒
名
（
法
名
）

問
題
に
関
す
る
研
究
会
の
記
事
中
、
研
究
会
委

員
の
、
石
川
浩
徳
先
生
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研

究
所
長
）
の
お
名
前
を
掲
載
せ
ず
、
ご
本
人
は

じ
め
関
係
各
方
面
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
し
た
。
謹
ん
で
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
心
よ
り
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

法
律
相
談
室

長
谷
川
正
浩
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
毎
月
第
二
、
第
四
木
曜
日
の
午
後
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
本
会
事
務
総
局
（
○
三
―
三
四
三

七
―
九
二
七
五
）
へ
事
前
予
約
の
上
お
い
で
下

さ
い
。お

詫
び
と
訂
正

事
務
総
長
就
任
に
当
っ
て

�
�
�
�
�
�
�
�
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一
月
二
十
、
二
十
一
日
の
両
日
、
真
言
宗
豊
山
派

宗
務
所
講
堂
を
会
場
に
仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研

究
会
主
催
公
開
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
全
仏
誌

の
前
号
で
そ
の
概
要
を
報
告
し
た
の
で
、
今
回
は
二

十
一
日
午
後
一
時
か
ら
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
つ
い
て
報
告
す
る
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
・
パ
ネ
リ

ス
ト
は
同
研
究
会
委
員
の
次
の
三
名
の
方
々
で
、
紙

面
の
都
合
で
要
約
し
掲
載
す
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

田
代
弘
興
師
（
真
言
宗
豊

山
派
教
化
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）、
パ
ネ
リ
ス
ト

竹
内
弘
道
師
（
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
幹

事
）、
同

法
雲
俊
邑
師
（
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
企

画
室
嘱
託
）

（
文
責

社
会
部
）

※

※

※

田
代
師

各
宗
門
の
現
状
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
今

後
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
。

竹
内
師

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
（
以
下
Ｍ
Ｍ
と
略
記
）

の
中
で
曹
洞
宗
で
活
用
し
て
い
る
の
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
（
以
下
Ｉ
Ｎ
と
略
記
）
で
、
曹
洞
宗
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
現
代
教
学
部
門
が
宗
務
庁
か
ら
委
託
さ
れ
、

研
究
セ
ン
タ
ー
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
り
運
営
し
て

い
る
。
檀
信
徒
や
一
般
を
対
象
と
し
た
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
（
以
下
Ｈ
Ｐ
と
略
記
）
作
り
を
行
っ
て
い
る
。
簡

便
に
作
る
た
め
既
製
の
教
化
資
料
等
を
利
用
し
て
い

る
。
具
体
的
作
業
は
隔
週
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
に

研
究
セ
ン
タ
ー
と
行
政
部
門
の
教
学
、
出
版
、
教
化

部
か
ら
計
八
名
が
出
て
作
業
し
て
い
る
。
実
際
の
Ｈ

Ｐ
更
新
は
三
名
が
、
会
議
後
自
宅
で
行
っ
て
い
る
。

従
っ
て
二
、
三
日
に
一
回
更
新
さ
れ
評
判
は
良
い
。

但
し
、
メ
ー
ル
の
回
答
は
適
宜
チ
ー
ム
全
体
、
総

合
セ
ン
タ
ー
全
体
と
行
政
部
門
と
で
内
容
に
よ
り
分

担
対
応
し
て
い
る
。
原
則
、
決
済
ず
み
宗
門
見
解
回

答
な
の
で
回
答
者
の
責
任
は
重
い
が
評
判
は
良
い
。

一
、
Ｉ
Ｎ
開
設
に
よ
る
曹
洞
宗
教
団
内
部
で
の
新
た

な
関
係
の
出
現
。

（
一
）
教
団
内
部
か
ら
の
新
た
な
関
係

従
来
は
、
檀
信
徒
へ
寺
院
を
介
し
印
刷
物
中
心
に

宗
門
情
報
を
伝
え
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
を
介
さ
ず
に

素
早
く
宗
門
情
報
が
伝
わ
る
一
方
で
、
媒
体
を
介
す

る
た
め
直
接
に
批
判
・
要
望
等
が
容
易
に
来
る
。
寺

院
と
宗
務
行
政
間
、
檀
信
徒
と
Ｈ
Ｐ
開
設
寺
院
（
曹

洞
宗
Ｈ
Ｐ
登
録
寺
院
数
約
七
十
）
間
も
同
様
。

（
二
）
Ｉ
Ｎ
に
よ
る
教
団
外
部
と
の
新
た
な
関
係

宗
門
か
ら
非
檀
信
徒
へ
は
寺
檀
関
係
を
前
提
と
し

な
い
情
報
・
布
教
・
対
社
会
的
発
言
（
脳
死
臓
器
移

植
問
題
等
）
が
Ｉ
Ｎ
に
よ
り
可
能
に
な
っ
た
。
Ｈ
Ｐ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
四
分
の
一
が
宗
外
の
人
か

ら
で
あ
り
明
ら
か
に
大
き
な
変
化
が
あ
る
。

次
に
非
檀
信
徒
と
宗
門
の
関
係
で
は
、
法
事
、
寺

院
紹
介
、
墓
地
、
宗
旨
・
宗
門
の
見
解
や
対
社
会
的

な
問
題
等
へ
の
直
接
的
な
質
問
が
増
え
た
。
非
檀
信

徒
か
ら
Ｈ
Ｐ
開
設
寺
院
へ
も
入
檀
や
墓
地
に
関
す
る

質
問
が
多
い
。
寺
院
か
ら
非
檀
信
徒
へ
は
檀
信
徒
獲

得
や
布
教
等
に
活
用
し
て
い
る
。
非
檀
信
徒
↓
宗
門
、

非
檀
信
徒
↓
寺
院
、
寺
院
↓
非
檀
信
徒
へ
の
情
報
の

流
れ
は
、
都
市
部
で
の
檀
信
徒
獲
得
と
開
拓
の
面
で
、

伝
統
仏
教
教
団
の
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

二
、
今
後
の
可
能
性

双
方
向
性
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
Ｉ
Ｎ
を
充
実
し
活
用

し
チ
ャ
ッ
ト
や
掲
示
板
等
を
開
設
し
て
様
々
な
目
的

別
の
仮
想
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
が
出
来
る
。
そ
こ

で
は
訪
問
者
同
士
の
会
話
と
情
報
交
換
が
中
心
だ
が

野
放
し
に
は
出
来
ず
状
況
掌
握
が
必
要
だ
。
そ
の
場

合
�
担
当
者
は
誰
か
�
発
言
の
責
任
の
取
り
方
�
宗

教
的
回
答
で
の
宗
旨
の
徹
底
等
の
問
題
が
生
ず
る
。

三
、
布
教
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
Ｉ
Ｎ
の
課
題

克
服
す
べ
き
様
々
な
課
題
に
�
匿
名
性
（
曹
洞
宗

の
メ
ー
ル
対
応
で
は
氏
名
・
住
所
等
の
明
記
分
の
み

回
答
）
�
発
言
の
無
責
任
性
（
誰
で
も
発
言
可
能
）

�
情
報
の
双
方
向
性
付
与
（
こ
れ
が
な
い
と
、
成
果

が
感
じ
ら
れ
な
い
）
�
仮
想
世
界
へ
の
実
質
性
付
与

（
教
団
活
動
は
遊
び
で
は
な
く
具
体
的
な
人
と
の
繋

が
り
が
必
要
）
�
Ｉ
Ｎ
で
の
檀
信
徒
の
獲
得
の
可
能

全
日
本
仏
教
会

仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
主
催
公
開
セ
ミ
ナ
ー

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
宗
教
教
団
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
対
応
の
現
状
と
今
後
」

全 仏
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性
（
何
を
も
っ
て
獲
得
と
言
う
か
）
�
Ｉ
Ｎ
布
教
の

間
接
性
（
手
応
え
な
く
て
も
価
値
を
教
団
が
認
め
社

会
的
存
在
の
ア
ピ
ー
ル
が
必
要
）
が
あ
り
、
ヴ
ァ
ー

チ
ャ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
を
使
う
意
義
づ
け
が
必
要
。

四
、
宗
門
の
枠
を
越
え
た
可
能
性

Ｉ
Ｎ
は
教
団
の
垣
根
を
越
え
た
一
社
会
勢
力
と
し

て
の
共
通
意
識
の
形
成
が
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、

�
脳
死
臓
器
移
植
の
見
解
�
宗
教
法
人
法
の
対
策
�

破
壊
的
カ
ル
ト
へ
の
見
解
等
、
こ
れ
ら
へ
の
伝
統
仏

教
教
団
の
見
解
に
は
共
通
性
が
あ
り
、
そ
の
情
報
を

一
カ
所
で
閲
覧
出
来
る
場
を
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
上
で
作

成
し
、
一
覧
形
式
に
す
る
だ
け
で
も
共
通
意
識
の
形

成
が
可
能
で
あ
る
。

法
雲
師

真
宗
大
谷
派
の
一
住
職
の
傍
ら
宗
務
所
の

仕
事
も
担
当
し
て
い
る
。

一
、
真
宗
大
谷
派
公
式
Ｈ
Ｐ

公
式
Ｈ
Ｐ
「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
―
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
を
九
六
（
平

成
八
）
年
七
月
に
蓮
如
上
人
の
五
百
回
忌
の
御
遠
忌

を
契
機
と
し
て
開
設
し
た
。

九
四
年
に
自
坊
で
Ｈ
Ｐ
を
開
き
布
教
の
法
話
や
写

真
を
載
せ
試
行
し
た
が
、
か
な
り
の
反
響
が
あ
り
、

急
遽
宗
務
所
で
検
討
し
企
画
・
総
務
・
出
版
部
合
同

で
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
た
。
現
在
、
Ｈ
Ｐ
に
は
宗
派

行
事
、
ニ
ュ
ー
ス
、
山
内
の
紹
介
等
を
載
せ
て
い
る
。

二
、
三
人
で
合
間
に
Ｈ
Ｐ
更
新
し
て
い
る
の
で
全
て

の
要
望
に
は
応
え
ら
れ
な
い
。

Ｉ
Ｎ
、
Ｈ
Ｐ
を
布
教
・
教
化
支
援
の
一
手
段
と
位

置
づ
け
、
Ｈ
Ｐ
で
の
直
接
法
話
や
チ
ャ
ッ
ト
等
で
の

教
義
の
解
説
は
考
え
て
な
い
。
多
く
の
人
が
見
て
興

味
を
持
っ
て
戴
く
事
を
目
的
と
し
て
い
る
。
メ
ー
ル

の
質
問
の
多
く
は
、
都
会
に
来
た
人
の
寺
院
紹
介
や

葬
式
等
だ
が
、
宗
門
の
教
え
や
教
義
を
解
り
易
く
伝

え
る
必
要
も
あ
り
、
聖
典
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
以
下

Ｄ
Ｂ
と
略
記
）
化
、
日
々
の
荘
厳
作
法
、
仏
教
徒
・

門
徒
の
基
礎
知
識
等
を
Ｈ
Ｐ
に
盛
り
込
み
た
い
。

二
、
宗
務
所
教
務
所
の
事
務
系
情
報
シ
ス
テ
ム

（
一
）
現
状

教
務
所
は
全
国
約
三
十
カ
所
の
宗
務
所
の
下
部
機

関
で
あ
り
、事
務
系
シ
ス
テ
ム
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ（
以

下
Ｃ
Ｐ
と
略
記
）
化
の
試
み
を
昭
和
五
十
年
代
初
頭

か
ら
初
め
た
。
当
時
は
高
価
で
導
入
が
困
難
だ
っ
た

が
、
そ
の
後
パ
ソ
コ
ン
が
発
売
さ
れ
出
納
関
係
の
集

計
事
務
を
Ｃ
Ｐ
化
し
経
理
給
与
等
の
処
理
に
拡
大
し

た
。
開
発
は
外
部
委
託
し
、
寺
院
Ｄ
Ｂ
、
会
計
Ｄ
Ｂ

中
心
に
各
部
署
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
接
続
し
て
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
（
事
務
所
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
Ｉ
Ｎ
を

結
ん
だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
）
で
運
用
し
て
い
る
。

各
部
の
Ｄ
Ｂ
は
即
時
更
新
処
理
さ
れ
る
。
寺
院
Ｄ

Ｂ
共
有
化
で
、
各
部
デ
ー
タ
の
差
異
が
な
く
統
一
事

務
が
行
わ
れ
掌
握
寺
院
数
も
一
致
し
て
、
宗
費
の
把

握
が
迅
速
正
確
に
な
っ
た
。
予
算
も
Ｄ
Ｂ
化
し
議
会

で
承
認
さ
れ
る
と
各
部
の
予
実
算
の
執
行
状
況
が
即

時
に
把
握
管
理
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
全
国
各
教

務
所
の
主
要
事
務
を
パ
ソ
コ
ン
処
理
し
、
デ
ー
タ
を

オ
フ
ラ
イ
ン
転
送
し
て
い
る
。

（
二
）
課
題

Ｄ
Ｂ
の
共
有
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
を
検
討
し
て

い
る
が
、
接
続
に
伴
う
危
険
性
の
対
処
と
Ｄ
Ｂ
の
安

全
運
用
が
課
題
で
あ
る
。

三
、
Ｍ
Ｍ
関
連
の
利
用

Ｉ
Ｎ
放
送
を
平
成
十
年
の
蓮
如
上
人
五
百
回
忌
御

遠
忌
で
実
施
し
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
反
響
を
得
た
。

ま
た
Ｃ
Ｓ
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
Ｔ
Ｖ
放
送
で
法
話

を
、
週
一
回
十
五
分
流
し
て
い
る
。
宗
務
所
内
の
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
二
チ
ャ
ネ
ル
で
配
信
し
、
法

要
時
は
同
時
中
継
、
普
段
は
ビ
デ
オ
や
製
作
番
組
を
、

パ
ソ
コ
ン
と
四
台
の
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
で
自
動
配
信
し

て
い
る
。
そ
の
外
部
接
続
は
費
用
面
で
難
し
い
が
大

法
要
時
に
は
考
え
た
い
。
Ｃ
Ｓ
放
送
は
、
放
送
時
間

帯
や
良
い
チ
ャ
ネ
ル
は
高
価
で
確
保
出
来
な
い
。
番

組
の
製
作
費
や
人
件
費
も
嵩
み
、
放
送
後
の
対
応
に

も
担
当
者
は
大
変
苦
労
し
て
い
る
。

四
、
今
後
の
将
来
展
望

田代弘興師

２０００年５月１日

－５－

全 仏



（
一
）
目
標

事
務
系
情
報
シ
ス
テ
ム
で
は
、
宗
務
所
と
全
国
教

務
所
間
の
Ｄ
Ｂ
を
共
有
化
し
、
教
務
所
毎
の
違
い
を

改
善
し
業
務
の
標
準
化
を
行
い
た
い
。
教
化
面
で
は

Ｍ
Ｍ
の
中
か
ら
効
果
的
な
メ
デ
ィ
ア
を
状
況
に
応
じ

て
採
用
し
た
い
。

教
団
の
垣
根
を
越
え
た
社
会
勢
力
と
し
て
共
通
問

題
と
意
思
形
成
を
、
当
派
視
点
で
、
Ｈ
Ｐ
を
通
じ
て

明
ら
か
に
し
て
行
き
た
い
。

（
二
）
課
題

現
在
の
布
教
・
教
化
活
動
は
、
本
堂
で
の
法
話
の

聴
聞
が
中
心
で
あ
る
。
宗
教
は
個
人
の
問
題
で
あ
り
、

心
の
中
に
深
く
受
け
止
め
て
戴
く
こ
と
が
本
来
の
趣

旨
だ
と
思
う
が
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
一
改
善
方

法
と
し
て
、
Ｉ
Ｎ
や
メ
デ
ィ
ア
利
用
の
布
教
を
試
行

し
て
い
る
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
法
話
に
触

れ
ら
れ
、
心
の
救
い
を
宗
教
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
な

機
会
を
増
や
す
こ
と
を
広
範
囲
に
実
施
し
た
い
。

仏
教
が
メ
デ
ィ
ア
を
使
う
こ
と
の
問
題
は
、
昔
に

も
あ
っ
た
。
釈
尊
入
滅
後
、
尊
い
教
え
を
木
版
に
写

す
事
の
是
非
が
当
時
論
争
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
を
木

版
に
刷
り
仏
典
を
広
め
た
事
で
仏
教
が
世
界
中
に
広

ま
っ
た
。
時
代
の
先
端
メ
デ
ィ
ア
を
使
い
世
界
中
の

人
に
仏
教
の
教
え
を
伝
え
る
事
が
大
事
と
思
う
。

最
近
は
電
子
出
版
が
非
常
に
普
及
し
て
来
て
、
二

〇
一
〇
年
で
は
今
の
約
十
倍
も
が
電
子
メ
デ
ィ
ア
化

さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
検
索
が
容
易
で
大
容
量
、

Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
で
半
永
久
的
に
保
存
可
能
、
活
字

以
外
に
も
音
声
・
映
像
等
が
Ｍ
Ｍ
の
中
に
収
容
出
来

る
有
利
な
媒
体
を
活
用
す
べ
き
と
思
う
。

情
報
を
分
類
す
る
と
、�
バ
ッ
チ
処
理
型
情
報（
有

れ
ば
良
い
）
�
リ
ア
ル
タ
イ
ム
提
供
情
報
（
報
道
新

聞
等
）
�
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
リ
ク
エ
ス
ト
情
報
（
映

画
娯
楽
等
）
�
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
情
報
（
積
極
的

情
報
提
供
）
と
な
る
。

Ｍ
Ｍ
や
情
報
の
多
様
化
で
一
般
の
人
の
価
値
観
も

多
様
化
す
る
。
受
け
る
側
を
分
類
す
れ
ば
、
�
サ
イ

バ
ー
サ
ー
チ
型
（
積
極
的
に
Ｍ
Ｍ
を
利
用
し
情
報
を

求
め
、
現
実
主
義
の
情
報
化
推
進
派
）
�
ハ
イ
パ
ー

お
た
く
族
型
（
多
方
面
に
興
味
を
持
つ
お
た
く
族
で

自
分
の
個
性
に
閉
じ
籠
る
型
）
�
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
チ

ャ
ッ
ト
型
（
井
戸
端
会
議
、
電
話
に
は
ま
り
、
今
は

Ｉ
Ｎ
に
シ
フ
ト
し
女
性
も
多
く
、
小
学
生
か
ら
中
高

年
齢
に
拡
大
中
）
�
テ
レ
ビ
お
た
く
族
（
情
報
を
使

い
金
儲
け
を
指
向
）
と
な
り
、
我
々
が
Ｍ
Ｍ
等
で
提

供
す
る
情
報
に
対
し
て
反
応
し
て
く
る
。

多
様
な
人
達
に
応
じ
て
、
ど
の
情
報
を
ど
の
様
に

Ｍ
Ｍ
に
乗
せ
る
か
が
大
き
な
問
題
と
思
う
。

田
代
師

真
言
宗
豊
山
派
は
、
宗
門
行
政
の
予
算
決

算
は
別
系
統
で
、
寺
籍
簿
（
僧
籍
簿
）
も
別
系
統
に

し
て
宗
派
の
中
の
事
務
部
門
と
行
政
部
門
と
を
別
に

し
て
い
る
。
教
化
セ
ン
タ
ー
の
中
も
別
シ
ス
テ
ム
で

運
用
し
て
い
る
。

真
宗
大
谷
派
Ｈ
Ｐ
を
参
考
に
し
て
、
宗
内
に
研
究

委
員
会
を
作
り
、
九
七
（
平
成
九
）
年
十
月
に
Ｈ
Ｐ

を
開
設
し
た
。
外
注
作
成
し
現
在
ま
で
の
約
二
年
半

の
間
で
二
万
五
千
件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
る
。

田
代
師

Ｍ
Ｍ
に
よ
り
宗
団
教
団
は
変
わ
る
か

竹
内
師

教
団
は
、
簡
単
に
は
変
わ
ら
な
い
が
、
米

国
で
の
Ｉ
Ｎ
普
及
率
が
五
十
％
あ
る
、
現
在
の
日
本

の
十
％
（
約
一
千
七
百
万
）
が
五
十
％
程
度
に
な
れ

ば
、「
布
教
の
市
場
」
の
よ
う
な
も
の
が
出
現
し
、

そ
の
時
に
は
、
変
わ
る
可
能
性
は
十
分
有
る
。

法
雲
師

Ｉ
Ｎ
上
の
寺
院
、
墓
地
、
セ
レ
モ
ニ
ー
サ

ー
ビ
ス
が
現
実
化
し
、
教
団
に
影
響
が
及
び
Ｉ
Ｎ
に

食
わ
れ
る
部
分
が
出
る
。
Ｉ
Ｎ
の
普
及
で
、
Ｉ
Ｎ
を

扱
う
人
の
内
三
十
五
％
程
の
人
の
Ｔ
Ｖ
視
聴
時
間
が

減
少
し
た
報
告
が
あ
る
。
Ｉ
Ｎ
を
使
い
自
分
の
思
考

領
域
を
挿
入
す
る
人
達
が
増
加
し
て
行
く
。

田
代
師

Ｍ
Ｍ
で
人
間
性
変
革
の
可
能
性
が
有
る
か

竹
内
師

そ
う
な
ら
な
い
。
バ
ー
チ
ャ
ル
な
寺
院
や

墓
で
の
法
要
は
、
仮
想
領
域
の
ま
ま
で
あ
り
現
実
の

宗
教
空
間
（
寺
院
）
と
結
ぶ
努
力
が
必
要
だ
。
人
間

竹内弘道師
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の
精
神
は
大
き
く
は
変
わ
ら
ず
、
具
体
的
な
行
為
と

結
び
つ
か
な
い
と
、
心
の
安
心
に
至
ら
な
い
。

法
雲
師

五
年
十
年
の
単
位
で
は
無
理
で
も
、
三
十

年
の
よ
う
な
レ
ン
ジ
で
は
段
々
と
変
化
す
る
。

田
代
師
「
宗
教
は
心
の
問
題
を
扱
う
の
だ
か
ら

個
々
の
住
職
が
心
と
心
で
対
峙
す
る
所
に
宗
教
の
本

質
が
あ
る
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
、
そ
れ
を
踏
ま
え

て
、
Ｍ
Ｍ
は
人
間
性
ま
で
変
え
る
可
能
性
が
あ
る
か
。

法
雲
師

ビ
デ
オ
の
見
過
ぎ
で
現
実
と
の
境
が
解
ら

な
く
な
り
誘
拐
や
殺
人
に
及
ぶ
こ
と
も
見
ら
れ
る
。

全
く
宗
教
に
触
れ
た
こ
と
の
な
い
人
、
子
供
達
な
ど

に
は
メ
デ
ィ
ア
に
価
値
観
を
奪
わ
れ
る
こ
と
が
増
え

て
い
く
。
そ
の
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
来
た
。

竹
内
師

我
が
国
の
教
育
に
は
宗
教
に
対
す
る
情
操

教
育
が
希
薄
で
あ
り
、
カ
ル
ト
問
題
も
そ
こ
に
根
ざ

し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
宗
教
の
価
値
・
意
義
を
正

統
に
知
ら
し
め
る
に
は
Ｉ
Ｎ
は
有
効
だ
。

田
代
師

現
在
、
企
業
で
は
メ
デ
ィ
ア
や
Ｃ
Ｐ
に
熟

知
し
な
い
社
員
は
窓
際
族
に
な
っ
て
い
る
。
Ｍ
Ｍ
進

展
は
宗
団
教
団
が
変
わ
る
契
機
に
な
る
の
か
。

竹
内
師

小
学
校
教
育
に
Ｉ
Ｎ
が
入
る
時
代
に
な
っ

て
も
、
Ｍ
Ｍ
は
補
完
で
あ
り
、
現
場
が
重
要
だ
。

法
雲
師

真
宗
大
谷
派
で
は
予
決
算
を
役
職
者
が
机

上
の
Ｃ
Ｐ
で
操
作
し
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
だ
が
、
簡

単
な
操
作
な
の
で
困
難
で
は
な
い
。
二
十
一
世
紀
は

宗
教
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い
る
。
企
業
の
合
理
化
リ

ス
ト
ラ
の
行
き
過
ぎ
の
反
省
か
ら
、
企
業
経
営
者
も

利
益
追
求
主
義
か
ら
宗
教
・
環
境
・
い
の
ち
等
の
問

題
が
重
視
さ
れ
る
時
代
に
な
る
と
思
う
。

田
代
師

つ
ぎ
の
段
階
と
し
て
、
Ｍ
Ｍ
の
進
化
多
様

化
に
宗
団
教
団
の
即
応
は
必
要
か
？

竹
内
師

Ｍ
Ｍ
は
予
想
以
上
に
進
展
し
て
い
る
。
必

然
的
に
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

法
雲
師

宗
務
所
教
務
所
職
員
の
研
修
は
出
来
て
い

る
が
、
住
職
が
布
教
・
教
化
等
に
活
用
出
来
る
か
が

問
題
だ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
扱
え
な
い
住
職
も
い
る
。
住
職

の
研
修
教
育
の
機
会
が
少
な
い
こ
と
が
問
題
だ
。

田
代
師

各
宗
門
の
今
後
の
課
題
は
何
か
。

法
雲
師

価
値
観
の
多
様
化
が
進
む
中
で
、
布
教
・

教
化
活
動
を
有
効
に
進
め
る
に
は
Ｍ
Ｍ
を
道
具
と
し

て
ど
う
扱
う
か
が
重
要
で
あ
る
。
先
程
一
般
の
人
を

四
分
類
し
た
が
、
各
タ
イ
プ
毎
の
き
め
細
か
い
対
応

が
大
切
だ
。
ま
た
本
来
の
宗
教
と
し
て
、
儀
式
は
伝

統
を
継
承
す
る
方
が
、
心
に
残
り
、
心
を
捉
え
る
布

教
・
教
化
活
動
に
な
る
と
思
う
。

竹
内
師

布
教
・
教
化
の
面
で
、
Ｉ
Ｎ
を
利
用
す
る

場
合
「
宗
旨
の
徹
底
」
が
大
問
題
と
な
る
。
各
寺
院

が
宗
旨
を
逸
脱
し
て
勝
手
な
見
解
を
宗
門
の
名
の
下

で
説
く
の
は
困
る
が
、
我
が
国
の
宗
教
教
団
は
独
立

し
た
個
々
の
宗
教
法
人
と
い
う
寺
院
の
集
合
体
で
あ

り
、
行
政
的
に
統
合
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

宗
旨
の
厳
密
な
解
釈
と
枠
組
を
決
め
て
寺
院
の
独

自
性
や
柔
軟
性
を
認
め
な
い
と
問
題
が
生
じ
る
。
Ｉ

Ｎ
の
全
て
を
管
理
掌
握
出
来
な
い
し
、
現
場
は
宗
旨

だ
け
で
動
い
て
い
る
訳
で
も
な
い
。
現
実
に
は
、
こ

の
兼
ね
合
い
が
大
切
な
問
題
と
な
る
。

田
代
師

予
算
、
Ｍ
Ｍ
対
応
の
人
材
確
保
等
、
人
の

心
を
扱
う
宗
団
教
団
と
ネ
ッ
ト
社
会
は
馴
染
む
か
。

法
雲
師

現
状
で
は
宗
派
の
総
予
算
の
一
％
を
情
報

Ｍ
Ｍ
関
係
に
割
り
当
て
て
い
る
が
、
時
代
の
動
き
に

合
わ
せ
増
や
し
た
い
。
人
材
教
育
で
は
や
は
り
、
布

教
の
最
前
線
の
住
職
の
研
修
が
課
題
で
あ
る
。

竹
内
師

曹
洞
宗
で
は
、
予
算
を
確
保
し
て
事
務
の

Ｃ
Ｐ
化
を
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
推
進
し
て
い
る
。
今

後
は
全
僧
侶
が
布
教
・
教
化
等
の
一
手
段
と
し
て
Ｃ

Ｐ
が
使
え
、
各
寺
院
で
Ｈ
Ｐ
を
開
設
す
る
の
が
基
本

的
な
僧
侶
の
嗜
み
に
な
る
と
思
う
。
寺
院
の
子
弟
教

育
の
中
に
も
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

田
代
師

Ｍ
Ｍ
が
進
展
し
て
行
く
状
況
下
で
我
々
宗

門
人
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
努
力
が
必
要
だ
。

各
宗
門
の
取
り
組
み
状
況
の
差
は
あ
る
が
全
日
本

仏
教
会
が
研
究
会
を
作
り
こ
の
テ
ー
マ
に
携
わ
っ
て

き
た
意
義
は
あ
り
、
今
後
も
拡
充
し
た
い
。

法雲俊邑師

２０００年５月１日
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四
月
十
二
日
午
後
一
時
か
ら
、
曹
洞
宗
東
京
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
、
第
二
十
回
『
同
和
問
題
』
に
と
り

く
む
宗
教
教
団
連
帯
会
議
「
同
宗
連
」
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。
議
長
、
各
委
員
会
報
告
に
続
き
、
一
九
九

九
年
度
活
動
・
決
算
報
告
と
承
認
、
二
○
○
○
年
度

事
業
計
画
・
予
算
案
の
質
疑
承
認
が
行
わ
れ
た
。

同
和
委
員
会
が
三
月
二
十
三
日
午
後
一
時
半
か
ら
、

明
照
会
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

新
委
員
へ
の
委
嘱
状
伝
達
の
後
、
新
た
に
委
員
長

に
出
口
芳
演
師
（
浄
土
宗
）、
副
委
員
長
に
深
澤
信

善
師
（
曹
洞
宗
）
が
選
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
今
年
度
第
一
回
委
員
会
は
、
四
月
十
日
午

後
一
時
半
か
ら
、
浄
土
宗
宗
務
庁
で
開
催
さ
れ
た
。

そ
し
て
現
時
点
の
予
定
と
し
て
、
同
和
研
修
会
を
六

月
三
十
日
に
、
加
盟
団
体
代
表
者
同
和
研
修
会
を
十

一
月
十
六
日
に
、
同
和
推
進
担
当
者
連
絡
会
を
来
年

一
月
二
十
九
、
三
十
日
に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
す
る
こ
と

が
決
め
ら
れ
た
。

―
四
月
―

三
日

局
内
会
議

十
日

同
和
委
員
会

十
二
日
「
同
宗
連
」
総
会
出
席

十
三
日

法
律
相
談
室

局
内
会
議

十
四
日

日
宗
連
監
査
会

十
八
日

日
宗
連
理
事
会

二
十
日

局
内
会
議

日
蓮
宗
管
長
退
任
式
出
席

二
十
五
日

念
法
真
教
伽
藍
竣
工
披
露
会
出
席

二
十
六
日

部
落
解
放
同
盟
全
国
大
会
出
席

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

二
十
七
日

法
律
相
談
室

同
宗
連
総
会

東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た「
同
宗
連
」総
会

二
〇
〇
〇
年
五
月
一
日
発
行

五
月
号

第
四
五
八
号

発
行
人

西

村

輝

成

発
行
所

財
団
法
人

全

日

本

仏

教

会

同
和
委
員
会３月２３日、明照会館で開催された

同和委員会

全
仏
誌
ご
送
付
先
の
郵
便
番
号
、
ご
住
所
、
氏
名

等
に
変
更
あ
る
場
合
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
帯
封
で
ご
送
付
の
場
合
、
帯
封
記
載
の

送
付
番
号
も
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

連
絡
先

〒
一
○
五
―
○
○
一
一

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
ー
七
ー
四

明
照
会
館
内

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
社
会
部

電

話
○
三
ー
三
四
三
七
ー
九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
○
三
ー
三
四
三
七
ー
三
二
六
○

全
仏
誌
郵
送
先

住
所
・
氏
名
変
更

御
連
絡
の
お
願
い

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五
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